
１．研究の背景

▷ さまざまな産業分野での電動化が進むことで使用済みバッテリーの廃棄量増加が予想される

⇒ 廃棄量の増加

▷ 国内でのバッテリーリサイクル処理の多くは加熱焙焼（焼却）による無害化処理となっている

⇒ 温室効果ガスの発生

▷ 国外では加熱焙焼（焼却）処理を伴わない『非焙焼処理』の手法が用いられている

⇒ 温室効果ガス抑制効果が見込める

廃棄温室効果ガスを抑制したうえで、安全なバッテリーのリサイクル処理方法についての検証が
課題とされる

２．研究目的 

◇目的： 非焙焼処理の導入効果や問題点を調査したうえで、非焙焼処理によるバッテリーリサイク
ルの有効性について検証する

◇テーマ

（１）非焙焼処理の方法について

（２）塩水失活によるバッテリー不活性化検証

（３）非焙焼リサイクル処理の検証（まとめ）

３．研究の成果

（１）非焙焼処理の方法では①塩水失活、②機械装置失活等による失活処理が採用されていること
が明確にできた

・『②機械装置』による失活処理については、実装企業への現地視察及びヒアリングにより運用
状況の実状確認ができた

（２）塩水失活によるバッテリー不活性化検証ではバッテリー電圧（1モジュール）４４ｖから１ｖ以下ま
でに放電（失活）できることが確認できた

（３）まとめ：国内の非焙焼処理では、①塩水失活と②機械装置失活の方法が実用手法とされている
ことが確認できた

⇒ 課題： ①塩水失活検証の再現性確認

②機械装置を用いた失活検証による確認

４．データなど
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